
［標準様式例7-2］

契 約 変 更 年 月 日 令和7年3月19日

契 約 業 者 名 パシフィックコンサルタンツ（株）

契 約 業 者 の 住 所 東京都千代田区神田錦町三丁目22番地

業 務 の 名 称 Ｒ６富士川防災検討業務

業 務 場 所 富士川流域

業 種 区 分 土木関係建設コンサルタント業務

業 務 概 要

履 行 期 間 （ 自 ） 令和6年10月5日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和7年6月30日

変 更 前 の 契 約 金 額  41,965,000円（税込み）

変 更 金 額 ＋3,850,000円（税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額 45,815,000円（税込み）

変 更 理 由  １．水防災関係資料整理更新（増）

越水危険箇所の確認及び監視のため、本局から危険箇所に係る追加
資料作成を求められた。（危険箇所危険順位資料）
これを受け、本業務では水防関係資料整理更新として危険箇所調書の
作成を行っていることから、今回、本業務で危険箇所危険順位資料の
作成を追加で実施することとした。

 ２．歴史的治水施設による浸水被害軽減効果検討

「富士川流域における減災対策協議会」の取組内容として「氾濫水を河
道に戻す、排水機能を確保するための霞堤の機能保全」を定めている
が、近年大きな洪水被害を受けていない富士川沿川住民や自治体には
信玄堤や万力林、霞堤の機能について認識が低下している。
これらの状況を踏まえ、現在の歴史的治水施設を含む霞堤による浸水
被害軽減効果を確認し周知することが機能保全には必要であり、効果
検討を増ずる。

（第1回、最終）契約変更の内容

 １．水防災関係資料整理更新
 ２．歴史的治水施設による浸水被害軽減効果検討

（変更した内容について記述
する）



［標準様式例7-2］

契 約 変 更 年 月 日 令和7年6月27日

契 約 業 者 名 パシフィックコンサルタンツ（株）

契 約 業 者 の 住 所 東京都千代田区神田錦町三丁目22番地

業 務 の 名 称 Ｒ６富士川防災検討業務

業 務 場 所 富士川流域

業 種 区 分 土木関係建設コンサルタント業務

業 務 概 要

履 行 期 間 （ 自 ） 令和6年10月5日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和7年9月30日

変 更 前 の 契 約 金 額 45,815,000円（税込み）

変 更 金 額 ＋2,079,000（税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額 47,894,000円（税込み）

変 更 理 由 1.水防関係資料整理更新
更新内容･進捗管理表を作成･活用し､人事異動､組織変更､氾濫危険水
位や重要水防箇所の更新を踏まえ､自治体配布用洪水対策計画書の
更新を行う｡
令和６年度版の調書をもとに､堤防等の整備状況･定期測量図面等を踏
まえ､令和７年度版の調書（案）を作成する｡

2.減災対策協議会の運営支援

富士川流域における減災対策協議会の｢減災に係る取り組み方針｣に
関する参加機関の取組状況を進捗管理表として整理するなど令和７年
度に実施する協議会・幹事会に向けた資料を作成するものとする｡ま
た､整理にあたっては協議会参加機関と調整を図りながら行うとともに
幹事会の運営支援を１回行う｡

3.防災情報システムの改良
甲府河川国道事務所の富士川水系防災情報システムにおける
機能や経過年数及び国土交通省､関東地方整備局が提供する
防災関連情報等を整理し､現行の出水対応や最新の情報通信
技術等を踏まえてシステムを最適化した上で改良を行うものであ
る｡

4.履行期間

上記の理由により、資料の作成、クラウドへの移行のための環
境構築に時間を要することから、履行期間を令和７年９月３０日
とする。

（第2回、最終）契約変更の内容

1.水防関係資料整理更新
2.減災対策協議会の運営支援
3.防災情報システムの改良
4.履行期間

（変更した内容について記
述する）


